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ンクに属する（10000㎢／ 20）。現在の総人口数は 2500 万
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の莫合勒臣（乳母、　　   ）がいた。当時のモンゴル皇室
 




























































































































































































族を指す）は 377 か所、在学生人数は 2.26 万名であった。
民族中学校は 4か所に、生徒数は 524 名しかいなかった。
1949 年になると全自治区の民族小学校は 757 か所、生徒
数 4.9 万人になり、民族中学校は 10 か所に増え、学生数
は 905 名になっていた。自治区成立の 10 年後の 1957 年
には、高等学校 3箇所、中等学校は 105 箇所、小学校が
1947 年時の 5.5 倍数になっている。その中にあって、モ












































幼稚園 23.33％、小学校 25.85％、中学校 24.52％、普通高
































































































は、青い町の意味で、東経 110°46’ ～ 112°10’、北緯 40°51’ ～
41°8、自治区西部に位置し、総面積は 1.72 万㎢で、建成面積
が 230㎢、人口は 300 万、海抜標高は 1050mの高原気候であ
る。2300 年前より城市が作られ、戦国時期（前 475 ～前 221）
の趙国の雲中郡、秦漢時代（前 221 ～ 220）の秦雲中郡と漢




































































































上』（黒龍江人民出版社、2001 年 1557 ～ 1569 頁）。ウユンビ
リゴ「モンゴル族の伝統的家庭教育」（内蒙古社会科学院、『中
国蒙古学』、双月刊、第 46 巻、総第 276 期、中国蒙古学編集
部出版、フフホト、2018 年 3 月 15 日発行、74 頁）。ジャ・バ
ト「モンゴル族家庭教育の重要性について」（内蒙古自治区教
育庁、『内蒙古教育、A版』、2017 年第 3期 63 頁）。
10　注 6前掲、張碧波、董国堯主編『中国古代北方民族文化史、





































































24　注 4 前掲、王風雷『蒙古文化研究叢書‐教育』104 ～ 132
頁。
25　注 4 前掲、王風雷『蒙古文化研究叢書‐教育』（104 ～ 132
頁）。
















































509 ～ 513 頁）を参照した。
33　注 4前掲、王風雷『蒙古文化研究叢書‐教育』（337 ～ 438
頁）を参照した。
34　『元史』、巻九十三、『食貨一』。
35　注 4 前掲、王風雷『蒙古文化研究叢書‐教育』（440 ～ 488
頁）。






























38　北元について、注 37 前掲『世界歴史大系　中国史 1～ 5　
〔4明・清〕』（明代のモンゴル㈠―モンゴルの分裂、森川哲雄）

















37 前掲『世界歴史大系　中国史 1～ 5　〔4明・清〕』（明代の
モンゴル㈠―モンゴルの分裂、森川哲雄）の 236 頁では「明









































89.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.64
う。
40　注 39 を参照。




































































































年、32 ～ 36 と 76 頁）を参照した。
50　注 49 前掲、烏雲高娃氏の『1930 年代モンゴル・ナショナリ
ズムの諸相―満州国の内モンゴル「知識人」の民族意識と思
想―』を参照した。










ゴル人向けの中等教育機関は合計 20校、在学生 3073 名になっ
た。初等教育機関は 1044 校、在学生 6万 3564 名を数え、就







































































を中心に―』（東信堂、2015、序言 1～ 7 頁）。この時代の実






56　注 3前掲、陳忠勇等編著『中国民族教育発展報告 2017 内蒙
古篇』6頁。
57　筆者の研究統計に加え、この時代の実体験者としての筆者
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